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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定

免
除
）、納
付
猶
予
、学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が

あ
る
場
合
、保
険
料
を
全
額
納

め
た
人
と
比
べ
て
、老
齢
基
礎

年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

年
金
）の
受
け
取
り
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た

め
に
、免
除
な
ど
の
期
間
の
保

険
料
は
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
、当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。追
納
は
、

古
い
月
の
も
の
か
ら
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間

は
、納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納

付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
が

で
き
ま
せ
ん
▼「
法
定
免
除
・
申

請
免
除
期
間
」が「
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
期
間
」よ
り
先

に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合

は
、ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め

る
か
選
択
で
き
ま
す

【

】

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
加
入
・
免
除
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る「
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
」の
申
込
期
限
は
、９
月

30
日（
土
）で
す
。ま
だ
申
し
込
み

を
し
て
い
な
い
人
は
、早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
戸
籍
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
々
を
追
悼
し
、恒
久
的
な
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、戦
没
者
追
悼

式
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
18
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

▼
登
米
市
遺
族
会
加

入
者
＝
住
ま
い
の
町
域
に
あ
る
遺

族
会
事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
▼
一
般
参
加
者
＝
８
月
４
日

（
金
）ま
で
、生
活
福
祉
課
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
福
祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

耕
作
放
棄
地
や
不
作
付
け
地
な

ど
の
遊
休
農
地
は
、病
害
虫
や
有

害
鳥
獣
の
発
生
原
因
に
な
る
な

ど
、周
辺
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

や
実
態
を
把
握
し
、農
地
の
違
反

転
用
を
防
い
で
有
効
に
利
用
す
る

た
め
、市
内
全
域
で
農
地
利
用
状

況
調
査（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を
実

施
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
は
、農
地
に
立
ち
入

り
、状
況
写
真
を
撮
影
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
中
旬
〜
９
月
中
旬

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、農
地
利
用
状
況
調
査
員

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
地
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

夏
休
み
中
に
こ
ど
も
た
ち
が
水

遊
び
や
魚
釣
り
に
夢
中
に
な
り
、

た
め
池
や
水
路
に
転
落
し
死
傷
す

る
事
故
が
、毎
年
の
よ
う
に
全
国

で
起
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、近
年
で
は
、高
齢
者
の
水

難
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、こ
ど

も
た
ち
が
た
め
池
や
水
路
で
遊
ば

な
い
よ
う
声
を
か
け
た
り
、高
齢

者
へ
の
注
意
喚
起
を
す
る
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

産
業
経
済
部
農
林

振
興
課（
農
地
整
備
係
）

☎
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２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
、交
付
通
知
書
が
自
宅
に
届
い

た
人
は
、住
所
地
の
総
合
支
所
で

受
け
取
り
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。受
け
取
り
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。詳
し
く
は
、交
付
通
知

書
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、令
和
５
年
２
月
末
ま
で

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
て
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
人
は
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。過
去
に
取
得
し

た
人
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
の
取
得
や
健
康
保
険
証
と

し
て
の
登
録
、公
金
受
取
口
座
の

登
録
に
よ
り
最
大
２
万
円
分
の
ポ

　

市
で
は
、未
来
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、計
画

期
間
の
延
長
を
主
と
す
る「
登
米

市
建
設
計
画
」の
変
更
を
実
施
し

ま
す
。変
更
に
当
た
り
、建
設
計
画

変
更
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

８
月
10
日（
木
）〜
９

月
11
日（
月
）

▼
登
米
市
建
設

計
画
の
変
更
に
つ
い
て
▼
登
米
市

建
設
計
画
変
更
新
旧
対
照
表
▼
財

政
計
画（
変
更
）に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
推
進
部

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、各
総
合
支

所
、各
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼「
建
設
計
画
変
更

に
対
す
る
意
見
」と
明
記
し
、郵

送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
様
式
は
自
由
）▼
住
所
、

氏
名（
団
体
な
ど
の
場
合
は
、所
在

地
、名
称
、代
表
者
名
）、電
話
番
号

を
必
ず
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、電
話
で
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん

「
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ

き
適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。ま
た
、

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
た
上
、後
日
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す

ま
ち
づ
く

り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
）
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